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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では、現代インドの民主主義体制の持続可能性を支えている要因が、①
自由主義的な司法機関の積極主義と、②参加民主主義的な社会運動を通じて、マイノリティの自由を保障する法
律と権利が形成されてきた司法政治過程にあることを、フィールド調査と判例・判決の分析によって明らかにす
ることを目指して、司法積極主義の理論的分析枠組みについて研究を進めるとともに、ダリト（被差別カース
ト）やトライブ（指定部族）、イスラーム教徒（ムスリム）、女性、移民および難民による社会運動や、環境保
護や市民権・国籍、教育などをめぐる社会運動の実態を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to show that mutually complementary 
relationship between liberal and active judiciary and participatory democratic social movements 
sustains Indian democracy by protecting minorities' right and liberty. For this aim, this research 
project examined the Supreme Court judgements and conducted fieldwork in India. The members of the 
research pursued theoretical framework of judicial activism and looked into the social movements by 
Dalits (discriminated castes), Tribes (indigenous people), Muslim, women, immigrants and refugees as
 well as environmental, citizenship, and educational movements. 

研究分野：政治学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、従来の民主主義研究で看過されてきた司法機関と社会運動の政治的役割に着目し、現代インドの
司法政治の動態を分析することで、これまで見逃されてきたインド民主主義体制の持続可能性を支える要因を解
明することを試みた。こういった視点と目的をもつ本研究課題は、世界のインド政治研究の水準をさらに高め
る、世界的にも類例をみない共同研究である。
　さらに、司法積極主義と社会運動を組み込んだ民主主義モデルは、日本を始めとする他国の事例にも応用可能
なものであり、マイノリティの権利保障と社会的包摂が世界各地で喫緊の課題となっているなか、本研究課題の
学術的な波及効果と社会的な意義は非常に大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

旧植民地諸国のなかで民主主義の定着に成功した国は少ない。その点で、1975 年から 77 年
までの非常事態体制を例外として、1947 年の独立からほぼ一貫して民主主義体制を堅持してい
るインドは、政治学の非常に重要な事例である。それゆえ、なぜインドの民主主義体制が長期に
わたって継続しているのか、さまざまな研究が解き明かそうとしてきた。しかし、インドの民主
主義に関する先行研究の多くは、選挙や政党政治、連邦制、政軍関係に分析対象を限定してきた。 

こうした先行研究の問題は以下の２点に整理できる。第１は、先進民主主義諸国と同様に、イ
ンドの政治体制が単なる民主主義ではなく、自由主義と民主主義が接合された自由民主主義で
あることを、先行研究は等閑視している。そのため、小選挙区制という社会的多数派（典型はヒ
ンドゥー教徒、支配カースト）に有利で「多数派の専制」に陥りやすい選挙制度のもとで、自由
主義に立脚する司法府が国民（とりわけマイノリティ）の自由と権利を保障し社会的包摂を促進
するという政治的役割を果たしてきたことや、民主主義と自由主義の間の抑制と均衡によりイ
ンド政治が安定してきたことが、十分に評価されていない。 

もう１つの問題点は、政党政治や議会政治を補完するものとして、社会運動が意見集約と利益
表出のルートとして機能し、民主主義を活性化する役割を果たしてきたことが看過されている。
換言すれば、代表制民主主義（間接民主制）と参加民主主義（直接民主制）の２つの政治過程が
相互に補完して政治の安定と自由民主主義体制の持続を可能にしているという分析視角が先行
研究には欠けているのである。 

 こうした瑕疵を埋めるべく、司法積極主義と社会運動という２つの観点から現代インド政治
を分析する意義は、2014 年に宗教ナショナリズム政党である BJP（インド人民党）が単独過半
数を獲得し、ナレーンドラ・モーディー政権が成立したことで一層高まっている。こうした政治
状況にある現代インドを司法政治の視点から分析する本研究課題は、トクヴィルが提起した「多
数者の専制」という政治学・民主主義論の古典的課題に答えるという点からも重要である。 

さらに、近年のインド最高裁は司法積極主義の立場を一層鮮明にし、トランスジェンダーに対
する「第三の性別」の認定や、同性愛禁止規定への違憲判決、北東部の治安立法に対する違憲判
決など、社会的インパクトが非常に強い判決を次々に下していることからも、本研究課題の意義
は非常に大きい。インドはしばしば「世界最大の民主主義」と評され、自由主義の側面が見逃さ
れがちである。しかし現代インドの社会的・政治的変動を理解するには、本研究課題のような司
法政治からの分析視点が不可欠である。本研究課題はこうした背景から開始された。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、上述の先行研究の瑕疵を埋めるべく、①議会による憲法改正や立法に対して
幾度も違憲判決を下してきた裁判所の司法積極主義と、②ミクロな個別的文脈と公益訴訟制度
に基づく社会運動を通じたマイノリティの権利要求とが、相互補完的に作用して権利の形成や
マイノリティの権利保障、社会的包摂を促進し、その結果として自由民主主義体制の持続可能性
が高まることを解明し、「インド型自由民主主義モデル」を導出することである。 

本研究では、従来のインド民主主義研究で看過されてきた司法機関と社会運動の政治的役割
に着目するという世界的にも新たな分析視角をとった。こうした分析視角から現代インドの司
法政治の動態を分析することで、これまで見逃されてきたインド民主主義体制の持続可能性を
支える要因を解明し、新たな「インド型自由民主主義モデル」を導出することを目指した。司法
積極主義と社会運動を組み込んだ民主主義モデルは、日本を始めとする他国の事例にも応用可
能なものであり、マイノリティの権利保障と社会的包摂が世界各地で喫緊の課題となっている
なか、こうした本研究課題の目的は学術的・社会的な意義が非常に大きいものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

以上をまとめると、本研究課題の目的は以下の３点となる。 

①司法積極主義と社会運動に着目するという世界的にも類例がない観点から、インド民主
主義体制の持続可能性を支える要因を解明する 

②インド以外の国・地域における民主主義や社会的包摂の事例にも適用可能な、司法機関と
社会運動を組み込んだ「インド型自由民主主義モデル」を導出する 

③政治学や法学における普遍主義的な民主主義論や権利論に対して、個別的文脈を重視す
る地域研究の視点から理論的貢献を果たす 

 

 

３．研究の方法 

 

こうした目的を達成するため、本研究課題は以下の４つの方針のもとに８名からなる共同研
究体制を組織して開始された（2021 年度から研究分担者を 1 名、2022 年度から研究協力者を 1
名追加した結果、総勢 10名となった）。第１に、政治学だけでなく人類学や社会学、社会運動論
など学際的に現代インド研究者を結集する。第２に、フィールド調査経験の豊富な中堅・若手研
究者から組織する。第３に、インドの様々なマイノリティの権利要求運動や訴訟活動を網羅的に
検討できるよう、社会的・宗教的・性的なマイノリティに関する研究蓄積がある専門家を集める。
第４に、国際学会や英文業績を通じて国際的に研究発表している研究者の参加を得て、インパク
トのある研究成果を世界的に発信する。 

分析対象に関しては、ムスリム（イスラーム教徒）、ダリト（被差別カースト）、トライブ（部
族民）、女性、チベット系難民などインドのとりわけ重要なマイノリティを網羅的に取り上げた
ほか、地域に関しても大都市部（デリーなど）と農村部、北東部や北西部といった周縁地域など
を幅広くカバーした。争点に関しては、環境保護・環境権や公衆衛生、ジェンダー、教育、市民
権、宗教コミュニティの集団的権利といった現代インドにおける重要争点を分析対象とした。 
 これらを考察するにあたっては、政権が安定している（与党第一党の議席占有率が高い）ほど、
司法への政治的介入が強まり、司法の独立性が低下するので、司法府は国民の支持を調達するた
め積極主義の度合いを強める、という政府－司法関係にみられる傾向を踏まえ、政治的文脈と関
連づけながら判例・判決の時系列的な変化の分析を試みた。とりわけ BJP が単独過半数を獲得し
た 2014年総選挙の前後で変化がみられるかを重視した。さらに、研究初年度の 2019年に実施さ
れた総選挙の結果が司法府や社会運動に及ぼした影響も視野に入れて研究を進めた。 
 ただし、研究期間 2 年目にあたる 2020年度から新型コロナウイルス感染症の世界的大流行に
よりインド入国が不可能ないし極めて困難になったため、2020年度と 2021 年度は現地インドで
本格的な調査を実施することができなかった。そのためこの間は、連邦・州政府や裁判所など公
的機関や、社会運動を展開している非政府組織（NGO）などのウェブサイトで入手できるデータ
や報告書、オンラインでのインタビュー調査、先行研究の渉猟を中心に研究を進めざるを得なか
った。最終年度の 2022 年度は、インド現地での調査実施が比較的容易な状況になったため、感
染症対策に留意しつつ、社会運動に関するインタビュー調査などを行った。 
 
 
４．研究成果 
 
 司法積極主義に関しては、アメリカ合衆国などインド以外の事例を含めて先行研究を渉猟し
た結果、その定義や意味がしばしば多様で曖昧であり、「司法積極主義」という言葉が明確な定
義や基準なしに用いられがちであることが明らかとなった。インドにおける司法積極主義に関
する研究もその例外ではなく、条文解釈よりも特定の歴史的文脈のなかの社会変革の司法府の
意図を重視して分析したものが大半を占めていることが確認された。そこで本研究では司法積
極主義を「立法府や行政府の判断の憲法適合性を審査することに積極的であり、なおかつ違憲判
断を下すことを躊躇しない司法府の傾向」と暫定的に定義づけて研究を進めた。 
 そのうえで Cohn & Kremnitzer が提示する司法積極主義の 17個の測定指標を参考に、違憲判
断を下した判決を中心に検討を進め、現在のインド司法府がどの程度積極主義であると見なせ
るのか、そして社会運動にどういった影響を及ぼしうる判決であるのか研究を進めた。こうした
司法積極主義に関する研究動向については、2019年 11月に開催した研究会で研究代表者（上田）
が報告を行って共同研究メンバー間で情報共有し、司法判決と社会運動の関連を分析するため
の共通基盤の構築を図った。社会運動に関する上田の研究成果としては、オンブズマンの選任手
続きに関する論文を公表している。 
 社会運動に関しては、以下の通り個別事例について研究を進めた。インドの環境保護運動につ
いては石坂が担当し、2019 年 8 月から 9 月にかけてウッタラーカンド州およびデリーで、2023
年 2 月にカルナータカ州で現地調査を行った。その成果の一部は、論文のほか、2019 年度のア
ジア研究者学会（ICAS、オランダ）や米国南アジア学会年次大会（ACSA、米国・マディソン）、
2021年度の国際地域学会（RSAI、モロッコ・オンライン）および世界政治学会（IPSA、ポルトガ
ル・オンライン）、東アジア環境史学会（EAEH、京都・オンライン）で発表されている。 

インドにおけるムスリム（イスラーム教徒）の集団的権利と社会運動については板倉が担当し、



 

 

2019年 9月にデリーとアーンドラ・プラデーシュ州ハイデラバードで、2022年 9月にデリーで
資料収集・調査を行った。その成果の一部は、2020 年の日本南アジア学会で発表されているほ
か、投稿論文の執筆を現在進めている。インドにおける非暴力的社会運動の思想的・宗教的系譜
については間が担当し、グジャラート地方のマニラール・ドヴィヴェーディーやナルマダー・シ
ャンカルを始めとした英領インドの知識人の思想が、ガーンディーの非暴力的社会運動に与え
た思想的影響を分析した。その成果の一部は、Modern Intellectual History や International 
Journal of Hindu Studies、Gandhi after Gandhi: The Relevance of Mahatma’s Legacy in 
Today’s World (2022, Routledge)といった海外の学術雑誌および論文集で発表されている。 

デリーを中心に大都市部のダリト（被差別カースト）による公益訴訟活動を担当した鈴木は、

2020年 2月から 3 月と 2022 年 9月にデリーで、2023年 3月にデリー、アムリトサル、プネー、

ムンバイで現地調査を実施し、ダリト運動関係者へのインタビュー調査などを行った。その成果

の一部は、The 26th European Conference on South Asian Studies (ECSAS2021)や日本南アジ

ア学会などで発表されている。ウッタル・プラデーシュ州における改宗仏教徒の宗教実践と

権利意識、社会運動の関連については舟橋が担当し、その成果の一部は『差別の構造と国民国

家―宗教と公共性』（法藏館、2021 年）所収論文などで公表されている。 

ラージャスターン州におけるトライブ（指定部族）の社会運動を担当した小西の研究成果の一

部は、日本文化人類学会や日本音楽教育学会などで発表されている。同州を中心とするダリトの

社会運動の担当者として 2022 年度から研究協力者として新たに加わった白峰は、2022年 7月か

ら 8月にデリーにおいてダリト学生へのインタビュー調査を実施した。 

チベット難民によるインド国籍取得のための公益訴訟とそれと関係したインド政府によるチ

ベット難民を対象とした国籍や市民権をめぐる施策を担当した山本は、インド在住チベット難

民と比較分析するため、国籍取得活動を行っているネパール在住チベット難民への聞き取り調

査などを 2019年 8 月と 2022 年 8 月にネパールのカトマンドゥで実施した。その成果の一部は

『現代アジアをつかむ』所収の論文などで発表されている。アッサム州を中心とするインド北東

部における全国市民登録（NRC）にともなう市民権問題に関連する社会運動については木村が担

当し、2019年 8月と 2020年 2月、2022 年 8月、2023 年 2月に現地調査を行ったほか、2020年

度と 2021年度にはオンラインでインタビュー調査を行った。その成果の一部は論文“Ethnic 

Conflicts and Local Autocracy in India's North Eastern Region”などで発表されている。 
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白峰彰子 36
 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2021年

2022年

2022年

2022年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
インド・アッサム州における市民権問題

立教法学 59-81

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
木村真希子 106
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
インドの災害対策

海外事情 61-75

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
石坂晋哉 70(2)
 １．著者名

10.34428/00013229

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
パンデミックとインド州議会選挙：新型コロナウイルス感染症は投票行動を左右したか？

東洋法学 45～94

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
上田 知亮 65(3)
 １．著者名

10.34428/00012845

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
インドでは誰が誰をどのようにオンブズマンに選任するのか？ 汚職撲滅運動、ロークパール法、留保制度

東洋法学 145～179

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
上田 知亮 65(1)
 １．著者名



2021年

2022年

2021年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Glocalization of Natural Farming: A Case Study of India

GLOCAS Working Paper 1-10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Shinya Ishizaka 1
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
近現代インドの権利形成史：司法積極主義と社会運動に着目して

公益財団法人JFE21世紀財団アジア歴史研究報告書 －

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
石坂晋哉、板倉和裕、上田知亮、山本達也 2020
 １．著者名

10.1017/S1479244322000014

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Unravelling the Myth of Gandhian Non-violence: Why Did Gandhi Connect His Principle of
<i>Saty?graha</i> with the “Hindu” Notion of <i>Ahi?s?</i>?

Modern Intellectual History 1～25

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Hazama Eijiro －
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
（書評）佐藤 創著『試される正義の秤：南アジアの開発と司法』（名古屋大学出版会、2020年）

アジア研究 37-41

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
板倉和裕 67(3)
 １．著者名



2021年

2021年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Natural Farming Today 2

GLOCAS series 1-26

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
石坂晋哉 5
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
インド・アッサム州における人の移動と人権保障 全国市民登録簿(NRC)更新問題を中心に

平和研究 1-16

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
木村真希子 53
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Natural Farming Today 3

GLOCAS series 1-36

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
石坂晋哉 7
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
福岡正信とインド―自然農法のグローカル化

愛媛大学法文学部論集 社会科学編 1-20

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
石坂晋哉 50
 １．著者名



2020年

2020年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
現代インド社会の諸相――見える／見えにくい変化

三田評論 26-29

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
鈴木真弥 2019年11月号
 １．著者名

10.1080/23801883.2019.1678189

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Making of a Globalised Hindu: The Unknown Genealogy of Gandhi's Brahmacarya

Global Intellectual History 1-20

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
間永次郎 5-1
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
〈交渉〉が生み出す創発性：佐渡島宿根木集落における「観光現象」のフィールドから

東京学芸大学紀要：人文社会科学系II 59-98

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
小西公大 71
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
インパール―戦争の記憶を越えて

世界の都市と地域 7-10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
石坂晋哉 7
 １．著者名
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 １．発表者名
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 １．発表者名
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 ３．学会等名
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“Unwelts” toward Energy: The Conflict against Wind farm Development at Thar Desert, India

農村との比較によって意識化される都市特有の差別形態：ニューデリー在住のダリト学生の語りから
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The Sixth Biennial Conference of East Asian Environmental History (Association for East Asian Environmental History)（国際学
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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石坂晋哉
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 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名
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 ２．発表標題
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 ２．発表標題
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The 13th INDAS-South Asia International Conference

京都大学東南アジア地域研究研究所2021年度IPCR（萌芽型Ⅳ）

日本南アジア学会第33回全国大会

日本南アジア学会第33回全国大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Makiko Kimura

山本達也

石坂晋哉

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Hindutva Consolidation or Conversion?

焼身自殺者を哀悼する：難民社会での焼身自殺への応答に関する考察

Methodology for Collecting Narratives of the Battle of Imphal

ムスリム留保枠導入をめぐるインド州政治の展開

 １．発表者名

 １．発表者名
板倉和裕

 ３．学会等名
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

第8回FINDAS研究会／「南アジアの社会変動・運動における情動的契機」研究会（招待講演）

日本南アジア学会第33回全国大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

FINDAS2020年度第8回研究会／東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所AA研共同利用・共同研究課題「南アジアの社会変動・運動
における情動的契機」2020年度第4回研究会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

木村真希子

木村真希子

鈴木真弥

鈴木真弥

日本南アジア学会第33回全国大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

アッサムにおける市民権法改正への反対運動

War, Gender and Chastity: Contested Narratives on Sarengla in the Naga hills of Manipur, Northeast India

生きられる「ダリト性」と運動の契機―高学歴ダリト若者の「カミングアウト」から考える

インドのダリト運動にみる権利意識と生存戦略



2020年

2020年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

京都人類学研究会季節例会「文化人類学的な感性を他者に開く－監査文化時代の教育・研究・社会貢献」（招待講演）

The 11th International Convention of Asia Scholars (ICAS11)（国際学会）

シンポジウム「アジア共生のためのVision：歴史研究からの提言」（招待講演）

上田知亮

上田知亮

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山本達也

山本達也

 ３．学会等名
第2回RINDAS研究会「インドの法と民主主義」（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Identity Politics, Coalition Politics, and Citizenship: Modi Government and the Citizenship Bill

近現代インドの権利形成史：司法積極主義と社会運動に着目して

二重化された法制度下で生きるチベット難民：インド市民権をめぐって

人類学者が監査文化に頼ったとき―教育現場における討議の困難について

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名
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 ３．学会等名
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木村真希子

木村真希子
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The 11th International Convention of Asia Scholars (ICAS11)（国際学会）
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 ４．発表年
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 １．発表者名
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Muslim Political Participation in India
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 ３．学会等名
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日本南アジア学会第32回全国大会
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山本達也

鈴木真弥

山本達也

山本達也
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 １．発表者名
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インド市民権を求めて－アトム化するボーダナート在住チベット難民の生きる道

The Transnational Anti-caste Movement and the ‘Confused’ Identity of the Dalit Diaspora in the UK

Citizenship under the dual legal system: a case study of Tibetan refugees in India and Nepal

Negotiating Citizenship: a Case Study of Tibetan refugees in India and Nepal

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ５．総ページ数

法学部専門科目への扉

 ２．発表標題
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 １．著者名
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現代ダリト運動におけるグローバル化とローカルな実践の重層的展開――イギリスのダリト移民調査から
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